
筋骨格障害

犬の変形性関節症

変形性関節症では、炎症と酸化ストレスが軟骨などの関節組織の損傷に関連しています。目的に合わせた栄養を含め、
多方面からの管理アプローチが関節の損傷の進行を遅らせるだけでなく、運動能力の向上に役立ちます。

キーメッセージ

	 栄養戦略は、犬の変形性関節症管理の基礎となるものです。

	 過体重や肥満の変形性関節症の犬では、減量が重要です。	

	 減量することで、過体重によって関節にかかる余分な機械的ストレスが軽減されます。

	 肥満では、脂肪組織から炎症促進物質が放出され、慢性炎症状態が促進されます。余分な脂肪がなくなること
で、炎症が抑えられます。

	 肥満はフリーラジカルの産生を増加させるため、減量が酸化ストレスとそれに伴う関節組織の損傷を軽減するの
にも役立つ場合があります。

	 肥満の変形性関節症の犬では、わずか	6.1	%（平均）の体重減少で跛行が減少したとの研究結果があります。1

	 タンパク質・カロリー比が高いと、カロリー制限中に脂肪の減少を促進しながら、除脂肪筋肉量を維持します。

	 オメガ	3	系脂肪酸のエイコサペンタエン酸（EPA）とドコサヘキサエン酸（DHA）には抗炎症作用があり、軟骨の劣
化や跛行を抑えることができます。

	 Purina	の研究により、変形性関節症の犬に	EPA	と	DHA	を多く含む療法食を与えることで、運動能力の向上が
期待できることが明らかになりました。跛行の客観的、主観的指標は有意に改善されました。2

	 グルコサミンは軟骨の構成成分であり、補充することで健康な軟骨のサポートに役立ちます。

	 抗酸化物質、例えばビタミン	E	は、関節の酸化ストレスを軽減する可能性があります。

（次のページに続く)

治療用の栄養

変形性関節症は、犬の関節疾患の中で最も多く、成犬の	20	%	が罹患して
いると言われています。跛行、硬直、階段の昇降困難などの臨床症状が特
徴です。リスク因子としては、過体重、過去の関節損傷や成長期の整形外
科疾患、加齢、遺伝、サイズ（大型犬や超大型犬など）が挙げられます。



RO/CRCE

Purina	Institute	は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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キーメッセージ（続き）

	 犬をやせ型の体型に保つことは、変形性関節症の発症を遅らせることにつながります。

	 Purina	の研究により、子犬の頃からやせ型の体型を維持することで、股関節や多関節の変形性関節症の発症を遅
らせ、重症化を低減することができることが明らかになりました。3,4

	 また、脂肪の少ない食事で育った犬の	50	%が変形性関節症の治療を必要とした平均年齢は、体重の重い対照犬よ
りも	3	年遅かったという研究結果もあります（13.3	歳対	10.3	歳）。5

	 大型犬や超大型犬の子犬では、変形性関節症のリスクを高める可能性のある骨格異常の発生を抑えるため、急速な
成長やカルシウムの過剰摂取を避ける必要があります。


